
12 教育課の16施設でスマートロックを導入し鍵管理の負担軽減・利便性向上 【熊本県阿蘇市】

 スマートロック導入により、鍵管理を受託している近隣住民が鍵の受渡しのために在宅する必要
や、コロナ禍における接触不安等の負担を解消しつつ、利用者の利便性も向上

事業の概要

〇 管理人を配置していない施設は、近隣住民に鍵の管理を委託。鍵の受け渡しに家族の誰かが在宅する必要が
あることや、コロナ禍において市内外の利用者との対面での鍵の受け渡すなどの身体的・心理的負担があった。

〇 施設利用者も手続上、予約時、利用開始時、利用終了時の3回の訪問する必要がある負担があった。
〇 スマートロックでは、市役所で予約申請と支払を済ませた後、予約者にメールで暗証番号を送付。
〇 利用者は、利用時に暗証番号で解錠（またはキーボックスを開けて鍵を取りだし）して施設利用するのみとなり、

管理者・利用者双方の負担軽減・利便性向上。

＜電子錠＞
主に室内型の体育館の共用エントラ

ンスに設置

＜電子キーボックス＞
Wi-Fi環境はあるがドアを加工することに不安の
あった学校施設や、市街地から離れたグラウンド
管理棟などWi-Fi環境のない施設に設置

・ どちらも暗証番号で解錠ができる仕組み。暗証番号は管理システムで都度発行・確認が可能
・ 利用者が予約した時間帯にだけ暗証番号が有効になるため、利用時間以外の不正アクセスも防止
・ いたずら抑制のため、電子キーボックスには防犯カメラを併設して運用
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事業効果

コスト

 サービス提供事業者等 スケジュール

スケジュールの内訳

検討開始から導入までの期間 ７か月

イニシャルコスト ※税抜 2,450千円 ランニングコスト（1年あたり） ※税抜 1,260千円
（内訳） • 機器・取付改修費

• 通信工事・システム改修費
用

1,840千

610千

円

円

（内訳） •通信・使用料等
•保守費用

760千
500千

円
円

（備考） 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に
よる補助額：2,690千円

（備考） 保守費用は導入前から生じており導入後も変動無し

サービス
提供事業者

一般社団法人阿蘇テレワークセンター

サービス名 阿蘇市公共施設予約システム

運用形態 個別開発製品をクラウド環境で運用

Ｒ2.9～ 庁内検討（３か月）
Ｒ2.12～ システム改修、設置工事（２か月）
Ｒ3.2～3 実証実験（２か月）
Ｒ3.4～ 運用開始

担当部署 メール電話 kyouiku@city.aso.lg.jp0967-22-3229阿蘇市教育課

○ 施設近隣住民へ鍵管理料（1,380千円/年）が不要となり、サービス利用に係る経費（760千円/年）を差し
引いても、コスト削減につながっている。

○ 非対面での鍵の受け渡しが可能となり、感染症の予防となるとともに、鍵管理と施設利用の負担が軽減した。

その他
参画主体

株式会社構造計画研究所
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（阿蘇市）

（総務省）

具体的な成果や苦労・工夫している点を教えてください。
【成果】
・ 鍵管理者の感染予防並びに負担軽減や、利用者の負担軽減、ランニングコストの削減
・ Wi-Fi整備により避難所の生活環境の改善
・ ドアの開閉ログが確認できるため、不適切な利用の把握が可能
・ 鍵の紛失問題の解消。
・ 緊急時には遠隔で迅速に開閉が可能。有事の際は物理鍵も使用可能。

【苦労している点等】
・ ドアの建付け調整や扉の交換が必要な場合がある
・ 既存の施設予約システムと電子錠システム・通信環境との連動が必要
・ 電池交換の必要があり電池残量の確認が必要 ※既設システムと完全な連動ができず現地確認が必要

12 教育課の16施設でスマートロックを導入し鍵管理の負担軽減・利便性向上 【熊本県阿蘇市】

取組においてコストはかかりましたか。また国の支援制度など活用しましたか。
本体購入費以外で、Wi-Fiの環境整備、既設予約システム（台帳）との連動改修、扉の一部改修が発生。
事業費は、270万円（機器29％、建築44％、電気通信25％、その他） で、新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金を活用しました。

他自治体の視察や照会があった時によく質問されることと回答を教えてください。
運用方法、費用の問い合わせが大半ですが、他自治体の検討の中には、利用頻度が低かったり庁舎敷地内に施

設があるなど、必ずしも交換する必要がないのではと感じるケースもありました。
既存システムの互換性や運用目的、費用対効果を判断してください、とお伝えしています。

【参考情報】  阿蘇市人口：2.5万人（令和５年１月１日現在）
関連ＵＲＬ：阿蘇市公共施設予約ＨＰ（https://aso-pf.aso.ne.jp/）

☆担当：阿蘇市 教育課 社会体育係☆
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